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●多くの先生方の ｢子ども理解の勘｣ には､ す

ばらしいものがあります｡ それでも､ 特集１で

鈴木先生が言う ｢暗黙のチェックリスト｣ をい

ま一度､ 客観視してみるのは大きな意味がある

と感じました｡ さらに､ 特集１で紹介されてい

るチェックリストを使って､ 複数の教員で一緒

に子どもたちを見てみると､ 子ども理解が深ま

るだけでなく､ 様々な副産物が得られそうです｡

新年度の多忙な時期ですが､ お試しください｡

●イタリアで給食費未納の子にサンドイッチと

水だけのメニューを出したことがニュースにな

っていました (通常メニューはパスタ・ハンバ

ーグ・サラダ・フルーツなど)｡ 給食費未納に

悩んでいるのは日本だけではなさそうです｡ 特

集２を読みながら､ 家庭の経済苦への支援には､

情報提供に加え､ 気持ちのこもったさりげない

支援が大切であることを実感しました｡ ���
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子どもたちの心身のニーズに寄り添って

きた養護教諭の子どもへのアプローチを

理解しつつ､ 教育相談とのさらなる連携

のあり方を模索します｡
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手がかかる子だけでなく､ クラスには

｢目立たず､ 手もかからない子｣ がたく

さんいます｡ そんな子にも目がいくのが

相談教師ではないでしょうか｡
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